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平成29年度当初予算総額 351億8,030万円を可決
一般会計予算188億5,470万円 特別 会計・企業会計163億2,560万円 】

平成29年度
特別会計・企業会計予算

（単位：千円）

集中管理特別会計 3,565,889

下水道事業特別会計 757,801

集落排水事業特別会計 375,356

浄化槽事業特別会計 95,015

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,688,504

国民健康保険特別会計（田沢診療施設勘定） 24,332

国民健康保険特別会計（神代診療施設勘定） 96,902

後期高齢者医療特別会計 288,507

介護保険特別会計 453,873

生保内財産区特別会計 73,490

田沢財産区特別会計 34,000

雲沢財産区特別会計 3,991

簡易水道事業特別会計（水道事業会計に移行）

病院事業会計 5,653,862

温泉事業会計 77,669

水道事業会計 1,136,413

合計 16,325,600

（注）企業会計については、収益的支出及び資本的支出の
合算額を登載した。

第１回定例会が 2 月 23 日から 3 月 17 日ま
での 23 日間の会期で開催され、平成 29

年度一般会計予算案等 61 件が審議された。各
常任委員会の審議を経た議会最終日の本会議で
は一般会計予算案を修正可決、条例一部改正案

1 件を否決、常任委員会で否決された条例案の
一部を修正可決、角館総合支所ＪＲ角館駅前建
設請願 3 件はそれぞれ総務常任委員会で不採択
になり、本会議においても賛成少数で不採択に
なった。

−３月定例会−

クニマス未来館建設設計業者
渡辺佐文設計事務所が
設計違算賠償金の支払いを拒否

クニマス未来館（仮称）の設計業務を依頼していた
渡辺佐文設計事務所（秋田市山王）による当該設

計の資材等の積算に常識外の多数の違
い さ ん

算と設計もれが
入札公示後に発覚した。当局と議会で善後策を協議す
る中で、当該設計事務所から違算による損害額と営業
遅延による損害額を賠償する旨の約束が得られたとし
て、賠償金相当額 2,102 万円を補正予算に計上した。し
かし、約束した期日になっても当該事務所からの送金
がなく、確認したところ先方の依頼した弁護士を通じ
て支払いを拒否し、訴訟に持ち込む旨の通告があった
という。なぜ支払いの約束を取り付けた時点で念書も
取らずに法的根拠の薄い覚書で合意してしまったのか。
こうした不手際は㈱司食品工業の一方的な本市進出予
定反

ほ ご

古事案と酷
こ く じ

似しており、明らかに覚書では不十分
と予測できたケースであり、執行部の行政管理の未熟
さと統治能力の欠如をまた露呈したと言わざるを得な
い。
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可決された
主な議案・意見書
（一般会計予算関係は除く）

平成29年度当初予算総額 351億8,030万円を可決
一般会計予算188億5,470万円 特別 会計・企業会計163億2,560万円【

本定例会の焦点概要説明

本定例会は庁舎問題や、クニマス未来館（仮称）条例の委員会否決等々多
くの問題点を抱えた定例会になった。焦点としては一般会計の「総合給

食センター建設事業費」4,689 万円に対し、建設場所の提示の仕方や除雪スペー
スの設計への盛り込み等、具体性を欠き、基本計画が甘すぎるとして事務的
経費 19 万 8 千円を残して修正可決した。

　庁舎問題は角館地区 3 団体から、角館総合支所の建設地を JR 角館駅前にし
て欲しいとのほぼ同一主旨の請願 3 本の取り扱いが注視された。全員協議会
や総務文教常任委員会に多くの傍聴者があり、庁舎建設予定地に対する市民
の関心の深さがうかがわれた。採決は、所管委員会では賛成者なしで不採択
となり、本会議でも賛成者少数で不採択になった。
　一方「田町山」建設案に係わる調査費は賛成多数で可決され、建設規模に
なお異論があるものの、角館支所田町山建設案が現実味を帯びてきた。

　さらにクニマス未来館の条例案が総務文教常任委員会で渡辺佐文設計事務
所の賠償金の支払い拒否問題もあり、賛成者少数で否決されたが一方で付帯
案件と言うべき管理運営費 1,823 万円を可決しており、その矛盾点や否決され
ると建物や外構工事が完成しても開館できない状況に陥り、これまでの議決
や渡辺佐文設計への開館遅

ち え ん

延請求にも矛盾が生じるおそれもあり、本会議で
は賛成多数で可決となったが、そもそも有資格者がいなくて建設設計の積算
ができない当局にも問題があり、事後対応にも大きな問題があった。議会側
としても委員会のあり方や議論の浅

せんぱく

薄さが問題視され汚点を残す結果となっ
た。

188億5,470万円 188億5,470万円

地方交付税
8,500,000千円
（45.1%）

人件費
2,973,387千円
（15.8%）

扶助費
2,251,611千円
（11.9%）

物件費
3,231,899千円
（17.1%）

維持補修費
439,949千円
（2.3%）

積立金
283,477千円
（1.5%）

貸付金
402,400千円
（2.1%）

補助費等
2,963,816千円

（15.7%）

繰出金
2,181,189千円

（11,6%）

公債費
2,188,656千円
（11.6%）

使用料及び手数料
287,212千円（1.5%）

その他
162,055千円（0.8%）

諸収入
742,017千円

（3.9%）

国庫支出金
1,703,661千円
（9.0%）

市税
2,547,977千円
（13.5%）

県支出金
1,063,209千円
（5.7%）

贈与税・
地方消費税交付金
645,702千円
（3.4%）

市債
2,194,600千円

（11.7%） 普通建設事業費
1,782,898千円

（9.5%）

繰入金
1,008,257千円

（5.4%）
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予備費
3,140千円（0.2%）

投資及び出資金
124,015千円（0.7%）

支出
（性質別）

収入
（財源別）

社会保障費が増大し税収が落ち込む中、財政硬直をどう避ける


